
それぞれ参加したグループで話された内容で、出てきた具体案をまとめてください 

R4.11.17:新しい学校教育部 

ホワイトボード 主な内容•実現に向けた具体案 

 

クラブについて 
・西大和に元気な高齢者の方はいるが、何ができるかどうかは把握してい
ないため、協働本部や、学校運営協議会の力を借りながらつながっていけ
たらいいのではないかという話になった。そのため具体的にクラブの活動
などは出せていない。 
不登校の児童の居場所づくり 
・わぴあのほうで、不登校の児童の居場所になるような場を作ろうと今プロ
ジェクトを計画していただいている。 
みどり学級へのボランティア 
・みどり学級でボランティアがいるとありがたいという話が出たが、児童の
特性もあるため、週に1回など固定できていただける方がいれば…という
話になった。 

 

クラブについて 
・そもそも学校のクラブにどんなものがあるか地域・家庭に共有がされてい
ないため、一度周知が必要。 
・地域の方々の実態に合わせたクラブも良いかも。ただ、広沢は引っ越し
が多いので、引く継ぐ難しさを考えると、専門の方でなくても、一緒に楽し
むベースで行う方が良い。 
生活・総合について 
・例えば、和光市をもりあげるために、町のＰＲ・お店のＰＲや宣伝など行
う。（お店に関しては、２年生の町探検との関連）（福祉会館→パン作りな
ど行っているので、新しい商品作り？やすまいるカフェなど福祉と関連し
ながら、町のＰＲなど。） 
その他 
・家庭科のミシンの手伝い・調理の手伝い、読み聞かせなど身近なボラン
ティアを集う。（子どもたちが喜ぶ笑顔が共有できればＷｉｎＷｉｎの関係） 

 

連携のプラットフォームとなる教育バンク 
・広沢小学校独自の人や物が登録されている教育バンクの設立(子どもの
教育に役立つことができる機材や道具、授業で役立てる技術や経験、資
格等) 
・委員会の活動を地域化するために、総合的な学習の時間とコラボ(高学
年同時間 総合&委員会) 総合学習に合わせた委員会活動の見直し 
(例えば、現在の7委員会をテーマごとに4つに再編、担当は高学年担任4
人、総合的な学習の時間は週2回で月に8回とれるので、¼位を当てること
で、委員会活動の時間を取らずに運営も可能＆縦割り課題解決学習) 

学校や地域の健康増進: 保健&運動 委員会 

学校や地域の環境緑化: 飼育&園芸 委員会 

学校や地域の広報活動: 放送&運営 委員会 

学校や地域の文化教養: 図書&給食 委員会 

 

･学校win:URさんの畑をクラブ等で活用↔URさんのwin:荒れた土地のまま
だと見栄えが悪い&手入れが大変 
･学校win:レーマンの工場で社会科見学ができる↔地域発展&企業PR活
動をしてもらう 
･学校win:防災についての学びの場を確保（総合等の授業で活用を図
る）↔URさんのwin:防災ワークショップの運営を児童に行ってもらい、人手
不足解消&西大和団地の活性化 
･学校win:総合（６年向け）の探求活動の場と機会を確保できる↔URさん
のwin：西大和団地の公民館を使ってほしい&西大和団地と官舎をつなぐ
架け橋となることが狙い 
･学校win:学校前の銀杏を提供する。↔地域住民win:こっそり拾いに行か
ずに堂々と頂ける 
･学校win:落ち葉掃きなど環境整備をしてもらう&ミシンを教えてもらう↔西
大和団地のお年寄りwin:資源をゴミ捨て場に運んでもらったり、電球を交
換してもらったりしてもらえる（地域人材バンクの活用） 
･学校win:朝、登校していない児童宅へのお迎え&様子伺い↔西大和団
地のお年寄り&URさんのwin:西大和団地の活性化 
その他 
･市内祭りやシティマラソンの運営 
･和光市音頭を作り、普及させる 
･理研から学ぶ広沢サイエンス などなど盛りだくさん 
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【クラブ活動】 

第二中学校区地域学校協働本部の方によると、学校からもっとどんな人

が足りないかを教えてほしいとのこと。幅広く対応できるそうです。具体的

には、以前行った華道や水墨画体験などの講師の方もそこから派遣され

てるそうです。 

加えて、普段の授業（低学年の絵の具、プール指導など）にも人材を手

配してくれるそうです。 

【子どものためにできること】 

地域と学校が連携して子どものためにできる取り組みが上がりました。「お

はようバナナ」では、家庭で朝ご飯を食べない・食べれない児童・生徒に

バナナを渡して、集中して学習に取り組めるようにする取り組みを行って

いるそうです。 

学校には配る場所を貸していただきたいそうです。 

 

【クラブ活動】 

・今すぐできること 

お年寄りにやってもらえる内容を聞く(時間も含めて) 

子どもたちにやってほしいことを聞く 

すりあわせてマッチしたものをやれるように話し合ってすすめていく 

・将来的にできること やってほしいこと 

完全に委託してやってもらう。打ち合わせなどもしない形でやってもらえ

たら助かる 

 

【クラブ活動】 
・英語などの外国語、手芸、バレーボール、テニス、バドミントン、卓球→
和光市に教えてくれそうな方がいる。 
【人材バンク・情報収集】 
・地域の方に得意分野を登録してもらう。 
→クラブや総合の時間でこちらのニーズと合っているところにお願いする。 
・福祉の学習は、地区社協だけでなく「あいサポーター」もやってくれる。 
・〇〇の学習で教えてくれる方いますか？のような感じで学校から地域へ
アンケートをとる。 
【その他】 
・６年の市内陸上大会の役員の各学校への負担が大き過ぎる（１日自習、
学校が手薄になるなど） 
→タイムの計測など役員の仕事を各学校の保護者数名に手伝ってもらう。 
・草取り、環境整備、園芸、ボランティア活動などを保護者地域と連携して
行う。 

 

児童センター活用→エリア会議でやりたいことの交流 

わぴあの活用、人材バンク 

【総合】 

・生活科見学（２年生公共施設見学）、職業説明、仕事体験、園児と遊ぼ

う（こども園）、ウクライナの話（理研）、ゴミ拾い大会（西大和、わぴあ）、西

大和課題解決、焼き芋大会、大鍋大会、グリーンカーテン、公用道の掃

除、小さな親切、地域貢献 

【クラブ】 高学年のリーダーシップ 

・楽しいクラブ→登校しぶり対策 

・茶道（いきいき広場）→地域の方が自由に来られる 

・水泳（わぴあ）、コーラス、HADO（わぴあ）、囲碁、将棋、昔遊び、和光

太鼓、ビームライフル 

 

 


